
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

夕
張
市
南
部
新
光
町
四
一
番
か
ら
同

市
鹿
島
北
栄
町
国
有
林
石
狩
空
知
森

林
計
画
区
空
知
森
林
管
理
署
一
〇
二

七
林
班
い３

小
班
ま
で

前

Ａ

一
一
∑
〇
〇
〜
一
六
三
∑
〇
〇
一
三
∑
〇
九
二

上
記
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
及

び
Ｈ
は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

Ｂ
∑
Ｃ
∑
Ｄ
∑

Ｅ
∑
Ｆ
一
〇
∑
二
〇
〜
一
一
八
∑
〇
〇
一
一
∑
〇
五
五

後
Ｂ
∑
Ｃ
∑
Ｄ
∑

Ｅ
∑
Ｆ
∑
Ｇ
∑

Ｈ

一
〇
∑
二
〇
〜
一
四
七
∑
〇
〇
一
一
∑
四
八
二

a

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌
開
発
建
設
部

官
庁
報
告

平成™š年˜™月˜�日 金曜日 (号外第™�š号)官 報
二
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

四
百
五
十
二
号

官
庁
事
項

北
陸
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
3
9号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
3
年

1
2
月

1
6
日

北
陸
地
方
整
備
局
長
前
川
秀
和

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

８
号
高
岡
市
四
屋

6
6
0番
１
か
ら
同

市
本
郷
１
丁
目
3
2
4番
１
ま
で

国
家
試
験

土
地
家
屋
調
査
士
試
験
合
格
者

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和

2
5年
法
律
第

2
2
8号
）
第

６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
2
3年
度
土
地
家
屋
調
査

士
試
験
（
平
成
2
3年
８
月
2
1日
筆
記
試
験
施
行
、
同
年
1
1

月
７
日
口
述
試
験
施
行
）
に
合
格
し
た
者
の
氏
名
を
次
の

と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
3
年

1
2
月

1
6
日
法
務
大
臣
平
岡
秀
夫

受
験
地
東
京

5
0
0
6

元
木
高
志

5
0
0
7

久
保
尚
志

5
0
1
9

倉
持
裕
之

5
0
4
5

橋
口
和
哉

5
0
5
6

木
場
盛
雄

5
0
8
0

榊
原
さ
つ
き

5
0
8
1

日
比
千
尋

5
0
9
0

黄
範
賢

5
0
9
5

矢
野
利
秋

5
1
0
0

中
橋

研
5
1
1
0

鶴
田
貴
大

5
1
2
1

平
良
真
吾

5
1
4
7

根
岸

修
5
1
6
7

鈴
木
大
輔

5
1
6
8

江
渕
英
彦

5
1
8
7

石
川
直
樹

5
2
0
6

天
野
弘
明

5
2
1
4

井
手

之
5
2
2
2

澁
谷
隆
史

5
2
3
2

伊
藤
聖
之

5
2
4
1

松
村
正
一

5
2
6
6

山
本
雅
久

5
2
7
4

浅
利
常
雄

5
2
9
5

柴
田
章
仁

5
3
2
2

足
立
啓
明

5
3
5
4

清
水

薫
5
3
8
2

田
中
陽
一
郎

5
4
0
4

岡
田
高
幸

5
4
2
8

渋
谷
暢
彦

5
4
4
2

小
林
大
剛

5
4
4
4

八
木
安
広

5
4
4
9

篠
塚
寿
之

5
4
5
2

冨
樫
正
典

5
4
5
5

渡
é
敏
男

5
4
5
7

豊
田
武
文

5
4
7
1

佐
瀬
穂
高

5
5
0
4

茂
木
賢
治

5
5
0
6

岡
野

栄
5
5
0
7

伊
藤
源
司

5
5
1
7

北
條
誠
治

5
5
2
1

石
高

篤
5
5
2
3

宇
都
木
誠

5
5
2
4

岩
倉

啓
5
5
2
7

大
塚
和
行

5
5
3
5

小
松

宏
5
5
4
0

松
Ä
弘
明

5
5
4
8

大
平
達
也

5
5
5
9

大
島
梶
之

5
5
6
3

小
松
崎
良
晃

5
5
7
3

相
田
二
郎

5
5
9
4

狐
塚
美
夫

5
6
0
4

鈴
木

修
5
6
1
1

長
沼

健
5
6
1
8

橋
本
弘
司

5
6
1
9

辻
省
吾

5
6
2
7

小
島
由
揮

5
6
3
0

保
坂
達
教

5
6
4
2

三
鴨

智
5
6
5
8

石
橋

均
5
6
6
4

山
本
直
人

5
6
6
5

大
港
勝
巳

5
6
6
7

椿
健
太
郎

5
6
7
2

石
田
信
生

5
6
8
9

池
田

務
5
6
9
0

金
子
裕
二

5
7
0
6

藤
栄
幹

5
7
1
6

淺
野
智
史

5
7
4
0

栗
原
直
樹

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

中
嶋

章
雅

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

三
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

鹿
児
島
市
伊
敷
八
丁
目
三
六
七
七
番
四
か
ら
同
市
伊
敷
八
丁

目
三
二
〇
九
番
三
ま
で

前後

九
・
六
〇
〜
四
五
・
六
〇

一
三
・
〇
〇
〜
四
五
・
六
〇

〇
・
九
三
九

〇
・
九
三
九

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

九
州
地
方
整
備
局
長

中
嶋

章
雅

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三

号

鹿
児
島
市
伊
敷
八
丁
目
三
二
九
八
番
二
か
ら
同
市
伊
敷
八
丁
目
三

二
八
一
番
三
ま
で（
た
だ
し
、関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）
九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
鹿

児
島
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

一
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
三
十
八
号
及
び
二
百
三
十
九
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
海
道
紋
別
郡
興
部
町
字
富
丘
四
九
三
番
地
先
か
ら
同
町
字

富
丘
四
九
二
番
ま
で

前後

二
五
・
五
〇
〜
六
一
・
〇
〇

一
〇
・
六
〇
〜
六
八
・
九
〇

〇
・
九
五
六

〇
・
九
五
六

a

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
網
走
開
発
建
設
部

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

北
海
道
開
発
局
長

高
松

泰

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
三
十
八
号

及
び
二
百
三
十

九
号

北
海
道
紋
別
郡
興
部
町
字
富
丘
四
九
三
番
地
先
か
ら
同
町
字
富
丘

四
九
二
番
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
網
走

開
発
建
設
部

四
百
五
十
二
号

夕
張
市
南
部
大
宮
町
国
有
林
石
狩
空
知
森
林
計
画
区
空
知
森
林
管

理
署
一
四
〇
六
林
班
か
ら
同
市
鹿
島
北
栄
町
国
有
林
石
狩
空
知
森

林
計
画
区
空
知
森
林
管
理
署
一
〇
一
二
林
班
い２

小
班
地
先
ま
で

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌

開
発
建
設
部

〃

夕
張
市
鹿
島
北
栄
町
国
有
林
石
狩
空
知
森
林
計
画
区
空
知
森
林
管

理
署
一
〇
一
五
林
班
ち
小
班
か
ら
同
市
鹿
島
北
栄
町
国
有
林
石
狩

空
知
森
林
計
画
区
空
知
森
林
管
理
署
一
〇
二
七
林
班
い３

小
班
ま
で

〃

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
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